
 

◆
「
厳
島
神
社
」
の
絵
馬
に
つ
い
て 

 

《
絵
馬
と
は
》 

 

絵
馬
は
祈
願
ま
た
は
報
謝
の
し
る
し
と
し
て
、
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。

神
は
人
間
界
に
降
臨
す
る
際
馬
に
乗
っ
て
来
る
と
さ
れ
、
昔
は
生
馬
が

神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。
し
か
し
、
生
馬
で
は
飼
育
な
ど
に
手
間
が
か
か

る
た
め
、
木
馬
、
板
馬
、
板
絵
へ
と
変
遷
し
て
い
っ
た
。
昔
、
厳
島
神

社
を
訪
れ
た
際
、
回
廊
入
口
の
近
く
に
神
馬
の
小
屋
が
あ
り
、
白
馬
が

飼
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

 

《
厳
島
神
社
の
絵
馬
》 

 

厳
島
神
社
に
は
昔
か
ら
多
く
の
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
、
本
社
、
客
神
社
、

拝
殿
、
東
西
回
廊
に
掲
げ
ら
れ
た
数
は
数
百
枚
と
も
い
わ
れ
、
絵
馬
の

数
は
他
社
の
比
で
は
な
か
っ
た
。
現
在
で
も
一
七
〇
枚
ほ
ど
残
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
昔
か
ら
、
一
度
掲
げ
て
梁
か
ら
落
ち
た
絵
馬
は
、
再
び
掲

げ
ず
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
の
数
が
数
百
枚
と
い

わ
れ
て
い
る
の
も
理
解
で
き
る
。 

 

実
は
、
厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
の
な
か
に
、
【
渡
辺
雲
僲
】

が
画
い
た
尾
崎
神
社
の
絵
馬
「
釣
鐘
弁
慶
」
の
原
画
と
お
ぼ
し
き
絵
馬

(

図
１)

が
あ
り
、
現
在
厳
島
神
社
の
千
畳
閣
に
掲
げ
て
あ
る
。
こ
の 

 

 

【渡
辺
雲
僲
】  

 

（そ
の
五
） 

 
 
 

 

◆
「厳
島
神
社
」の
あ
る
絵
馬
に
つ
い
て 

 
 
 

 
◆ 

作
品
供
覧 
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﨑 
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図１ 「釣鐘を負う弁慶の図」  

『厳島平成絵馬鑑』から引用 



「
釣
鐘
を
負
う
弁
慶
の
図
」
の
絵
馬
の
作
者
は
、
山
野
峻
峰
斎
（
藤
原

俊
芳
）
で
あ
り
、
文
政
九
年(

一
八
二
六)

寺
西
主
忠
が
奉
納
し
た
。 

 
ま
た
、
尾
崎
神
社
の
絵
馬
「
山
姥
」
（
作
者
不
明
）
の
原
画
と
お
ぼ

し
き
絵
馬
（
図
２
）
も
厳
島
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
山
姥

の
図
」
の
絵
馬
の
作
者
は
長
沢
芦
雪
で
あ
り
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

三
国
屋
栄
次
郎
ら
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
た
。
現
在
、
県
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

  

 

 

図
２ 

「
山
姥
の
図
」 

 

『
厳
島
平
成
絵
馬
鑑
』
か
ら
引
用 

 

  

《
厳
島
絵
馬
鑑
（
五
巻
）》 

 

 
 

編
著 

千
歳
園
藤
彦 

 

一
八
三
二
（
天
保
三
） 

  

こ
の
本
は
社
殿
回
廊
に
掲
げ
ら
れ
た
絵
馬
の
う
ち
約
七
〇
の
絵
馬

を
克
明
に
模
写
し
て
解
説
を
加
え
た
木
版
刷
り
の
和
本
で
あ
る
。
経
年

的
に
劣
化
し
て
ゆ
く
絵
馬
を
記
録
し
て
残
し
、
広
く
世
の
人
と
共
に
楽

し
む
た
め
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
な
か
に
山
野
峻
峰
斎
（
藤

原
俊
芳
）
の
「
釣
鐘
を
負
う
弁
慶
の
図
」
の
絵
馬
を
模
写
し
た
も
の
が

あ
る
（
図
３
）
模
写
し
た
の
は
渡
辺
対
岳
と
い
う
芸
陽
の
地
方
画
家
で

あ
る
。
当
時
か
ら
絵
馬
の
劣
化
を
懸
念
し
、
後
世
に
そ
の
作
品
を
伝
え

る
た
め
、
ま
た
、
実
際
に
厳
島
神
社
に
出
か
け
な
く
て
も
奉
納
さ
れ
た 



 
 

 

絵
馬
の
図
柄
が
わ
か
る
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の

人
々
は
、
こ
の
「
厳
島
絵
馬
鑑
」
や
「
厳
島
絵
馬
帳
」
な
ど
に
記
載
さ

れ
て
い
る
絵
馬
の
図
柄
や
解
説
を
見
て
、
厳
島
神
社
に
掲
げ
ら
れ
て
い

た
多
く
の
絵
馬
を
楽
し
ん
だ
。
当
時
は
社
殿
の
み
な
ら
ず
東
西
回
廊
に

も
絵
馬
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
見
に
行
く
楽
し
み
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

（
図
４
） 

尾
崎
神
社
に
も
多
く
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
拝
の
際

に
は
ぜ
ひ
と
も
目
を
む
け
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

図３ 

図４ 『厳島平成絵馬鑑』から引用 



◆
作
品
供
覧 

 

 

 

●
解
説
―
― 

大
分
市
美
術
館 

近
代
日
本
画
の
状
況
よ
り  

 

彼
の
作
品
が
こ
の
二
作
品
は
と
も
に
昭
和
十
一
年
頃
の
製
作
と
推
定

さ
れ
る
が
両
者
と
も
、
樹
木
の
枝
葉
か
ら
奇
岩
の
岩
肌
に
い
た
る
ま
で
、

画
面
の
隅
々
ま
で
と
こ
と
ん
描
き
こ
む
細
密
描
写
に
よ
り
表
現
さ
れ

て
い
る
。 

個
々
の
捉
え
方
は
立
体
的
に
、
写
生
的
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
画
面

構
成
、
画
題
の
設
定
等
に
か
ん
し
て
は
、
あ
き
ら
か
に
典
型
的
な
南
画

と
い
え
る
。 

細
密
な
写
生
描
写
に
よ
る
山
水
画
、
と
も
い
う
べ
き
珍

し
い
作
風
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

山
水
を
独
特
に
展
開
さ
せ
た
近
代
の
作
家
に
、
山
本
春
挙
、
結
城
素

明
と
い
っ
た
作
家
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
彼
ら
の
作
品
で
は
、
空
間
構
成

と
い
う
点
に
関
し
て
は
山
水
だ
け
で
な
く
風
景
と
い
っ
た
意
識
も
窺

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
本
作
の
場
合
、
そ
う
い
っ
た
意
識
は
希
薄
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
雲
僲
は
、
い
わ
ゆ
る
新
派
の
立
場
で
は
な

く
、
旧
派
の
立
場
で
新
し
い
表
現
方
法
を
と
り
入
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
ニ
作
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
明
白
に
な
っ
て
い
な
い
、
旧
派
系
の
作

家
た
ち
の
近
代
化
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

 

 
 

 
  

 
 

 
  

 

《
羅
漢
寺
白
光
》
大
分
市
美
術
館 

《
耶
馬
溪
錦
豊
》
大
分
市
美
術
館 



      
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

   
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

   

《 枇杷 》 《 狸 》 



 
 
 
 

  
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

※
作
品
供
覧
に
つ
い
て
は
一
部
橋
本
家
の
協
力
を
え
ま
し
た 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

○
本
誌
に
掲
載
の
場
と
多
く
の
助
言
を
頂
い
た
楠
精
洲
会
長
に
感
謝
し
ま
す 

○
参
考
資
料 

記
載
内
容
の
多
く
は
『
厳
島
平
成
絵
馬
鑑
』
を
参
考
に
し
た 

・『
厳
島
平
成
絵
馬
鑑
』
原
田
佳
子 

平
成
一
五
年 

 
 
 
 
 
 

・『
厳
島
絵
馬
鑑
』
（
巻
五
）
千
歳
園
藤
彦 

天
保
三
年 

○
筆
者
紹
介 

・
祖
父
、
父
と
も
に
昭
和
三
二
年
ま
で
矢
野
町
砂
原
で
開
業 

 
 
 
 
 
 

・
昭
和
二
五
年
矢
野
町
砂
原
で
出
生 

菊
水
幼
稚
園
第
一
回
卒
園 

 
 
 
 
 
 
 


